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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

本論文では、広域の野外観測データ解析と化学輸送モデルによる数値シミュレーションにもとづ

き、PM2.5 の高濃度の越境大気汚染発現時の硫酸塩・硝酸塩の特徴、太平洋高気圧の縁辺流に沿っ

て山陰沖を経て佐渡島付近に達する広域高濃度 PM2.5 汚染への桜島の影響の定量化、福岡県域の

NOx，VOC排出のオキシダント濃度の対する感度の地理的分布と規制の指針を明らかにしており、

今後の大気環境の動態解明と環境施策に大きく貢献するものである。  

よって、本論文は博土（工学）の学位に値するものと認める。        

 

 


